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研究成果の概要（和文）：被験者のほとんどがビタミンD不足状態にあった。横断的な分析結果、客観的に測定された
心肺体力および身体活動量は年齢と身体組成などの血中ビタミンDの関連因子と独立して血中ビタミンD濃度と相関する
因子であることが判明した。１年間のビタミンDサプリメント摂取介入後、血中ビタミンD濃度は対照群に比べてビタミ
ンD摂取群が有意に増加したが、血中25[OH]D濃度と最大酸素摂取量との関連性が認められなかった。

研究成果の概要（英文）：Vitamin D deficiency is highly prevalent in our study sample.In a cross-sectional 
study, we found that objectively measured physical activity and VO2max are independently and positively re
lated to serum vitamin D status. Twelve months supplementation significantly improved 25(OH)D status in th
e vitamin D group  compared to no changes in the Placebo group. However, the increase in 25(OH)D concentra
tion in the vitmin D group did not result in signifi cant increases in VO2max.
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１．研究開始当初の背景 
近年、肥満をはじめ、高脂血症や高血圧、

糖尿病、虚血性心疾患など生活習慣病の増加

が問題となっている。生活習慣病は、不適切

な食生活（過剰摂取や栄養素摂取の偏り）、

身体活動不足などが原因とされ、健康長寿の

最大の阻害要因となるだけでなく、国民医療

費にも大きな影響を与えている。最近、身体

活動量ばかりではなく、健康関連体力である

筋力及び心肺体力（最大酸素摂取量）が生活

習慣病の独立した罹患予測因子であり（Fort 

and Li., 2006, Wijndaele et al., 2007, 

Sawada et al., 2010）、特に心肺体力がより

強い予測因子であることが疫学研究により

明らかにされている（Fogelholm M., 2009）。

したがって、身体活動の維持・向上及びそれ

による心肺体力の向上を通した生活習慣病

の予防が、健康状態の維持に重要であること

が指摘されている。 

 ビタミンＤがカルシウム・リンの恒常性維

持や骨代謝調節に中心的な役割を果たすホ

ルモンであることは古くから知られていた

が、近年はビタミンＤの骨外作用も注目され

ており、不足状態にある人ではがん（Pilz et 

al., 2008）、糖尿病（Wehr et al., 2009）、高

血圧症（Pilz et al., 2009）、心血管疾患

（Holick MF. 2006, Kulie et al., 2009）等の

生活習慣病の発症頻度及び死亡リスク

（Melamed et al., 2008）が高いことが報告

されている。 

ビタミンＤは食事から摂取される他に、主

に日光の働きで皮膚で合成される事が知ら

れている。いずれも肝臓でその大部分が

25-hydroxyvitamin Ｄ[25(OH)D] に代謝さ

れ、血液中を循環する。このため、血中 

25(OH)D 濃度はビタミンＤの栄養指標とな

っている。 

ビタミンＤ不足は緯度が高く日光の弱い

地域や皮膚を隠す習慣のある民族以外では

まれであると考えられていたが、近年欧米の

調査では、人口の実に半数以上がビタミンＤ

不足だと発表され、その率は上昇している

（Holick MF. 2007,Ginde et al., 2009）。ま

た、日本の疫学調査でも成人の半数以上がビ

タミンＤ不足状態にあるとみなせることが

明らかになった（Ono et al., 2005, Okazaki 

et al., 2010）。 

 ビタミンＤはリガンド依存性核内ビタミ

ンＤ受容体(VDR) と結合することで標的遺

伝子発現を調節していると考えられ、実際に

ヒトの骨格筋、心筋及び血管においても VDR 

の発現が確かめられている（Bischoff et al., 

2001）。最近では、骨健康だけでなく骨格筋

の健康（筋力・筋量）も含めて、ビタミンＤ

欠乏状態の改善が健康関連体力の維持・向上

に必要であるとして世界的にも関心が向け

られ、ビタミン D 栄養状態の指標である血

中 25(OH)D 濃度と体力との関連について

疫学的解析が進められている。特に、血中 

25(OH)D と筋力との関連を検討した疫学研

究報告は多数みられ、高齢者における血清

25(OH)D 濃度と筋力との間に正の相関があ

ることが明らかになっている（Holick MF. 

2006）。しかし、若・中年成人を対象とした

研究報告は少なく、特に、健康成人における

血中 25(OH)D の濃度と心肺体力との関連性

が検討された報告はほとんどない。 

一方、身体活動量と血中 25(OH)D 濃度と

の間に正の相関があることが報告されてい

る（Scragg et al., 1992）。しかし、ほとんど

の研究では身体活動量の評価に質問紙を採

用していることによる個人の主観的バイア

ス が 大 き い た め 、 身 体 活 動 量 と 血 中 

25(OH)D 濃度との関連性を正確に反映でき

ない可能性がある。また、日本人の身体活動

量と血中 25(OH)D 濃度との関連性について

の検討はほとんどなく、特に、男性について

の報告はみられない（Ohta et al., 2009）。 

 我々は、これまで「健康づくりのための運

動基準・エクササイズガイド改定に関する研



究」を行い、成人における日常身体活動量

（Cao et al. 2009, 2010）及び栄養摂取状況

（Cao et al 2012）と心肺体力との間に正の

相関があることが明らかにした。しかし、ビ

タミンＤは食事から摂取される他に、主に皮

膚で合成される。食事からの摂取量だけでは

体内のビタミンＤ量を反映できない。 

 

２．研究の目的 

以上のことから、そこで本研究は、健康成

人における血中 25[OH]D 濃度と身体活動量

及び心肺体力（最大酸素摂取量）との関連性

を検討することを目的とした。本研究から得

られた成果は、生活習慣病を予防するための

健康関連体力の維持・向上にとって重要なエ

ビデンスを提示することができると考える。 

 

３．研究の方法 

対象者： 

健康成人（20～69 歳）96 人（男性、女性 各

48 人） 

募集は、広報広告およびポスター掲示によっ

て行った。 

測定方法： 

身体組成の測定：腹囲、体脂肪率及び内臓

脂肪面積（磁気共鳴映像法(MRI)を用いて）。 

栄養摂取状況：食事からのビタミンＤ摂取

量（簡易型自記式食事歴法質問票（BDHQ））、

ビタミン Dサプリメントの摂取量 

日常身体活動：日常身体活動レベル（ライ

フコーダを用いて）、インドア或はアウトド

ア身体活動時間及び日光暴露時間（質問紙

法） 

採血・血液検査：一般生化学検査、血中

25[OH]D、糖・脂質代謝関連諸指標 

健康関連体力測定：自転車エルゴメータを

用いて、直接法によって最大酸素摂取量

(VO2max)を測定する。下肢筋力（脚伸展パワ

ー、膝伸展および屈曲力）と握力を測定する。 

他の健康状態指標：安静時血圧 

二重盲検ランダム化偽薬対照試験： 

介入群（48 名）：ビタミンＤを１日 420IU 摂

取する。 

対照群（48名）：プラセボを毎日摂取する。 

介入期間： 1年間（いつも通りの生活を行う

こと） 

 

４．研究成果 

被験者の 9割以上がビタミン D不足状態にあ

った。横断的な分析結果、客観的に測定され

た心肺体力および身体活動量は年齢と身体

組成などの血中ビタミンDの関連因子と独立

して血中ビタミンD濃度と相関する因子であ

ることが判明した。１年間のビタミン Dサプ

リメント摂取介入後、血中ビタミン D濃度は

対照群に比べてビタミンD摂取群が有意に増

加したが、被験者の血中ビタミン D不足率ま

だ高がった。縦断的分析結果、血中 25[OH]D

濃度と最大酸素摂取量との関連性が認めら

れなかった。 
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